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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成25年7月25日(2013.7.25)

【公開番号】特開2012-89372(P2012-89372A)
【公開日】平成24年5月10日(2012.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-018
【出願番号】特願2010-235493(P2010-235493)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｈ  73/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｈ  73/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｈ  73/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｈ  73/20    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｈ  73/06    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｈ  73/20    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｈ  73/02    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月7日(2013.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電路に流れる電流を開閉する開閉機構と、絶縁材料で形成され、前記開閉機構を収納す
るベースと、絶縁材料で形成され、前記ベースを覆い前記ベースとともに筐体を構成する
カバーと、前記ベースの端子台に配設され、外部接続導体が接続される接続端子とを備え
る回路遮断器において、前記ベースの裏面の前記接続端子下方側に形成された裏面スタッ
ド装着孔と、前記裏面スタッド装着孔と前記端子台表面とを貫通するように前記ベースに
形成された貫通孔と、前記貫通孔に挿着されるとともに前記ベースに保持され、前記裏面
スタッド装着孔を塞ぐ絶縁ブロックとを設けたことを特徴とする回路遮断器。
【請求項２】
　前記絶縁ブロックには前記ベースに保持される係合部を設け、前記ベースには前記絶縁
ブロックの前記係合部を保持する保持部が設けられたことを特徴とする請求項１に記載の
回路遮断器。
【請求項３】
　前記絶縁ブロックには有底部が設けられていることを特徴とする請求項１または請求項
２に記載の回路遮断器。
【請求項４】
　カバーとともに筐体を構成するベースの裏面の接続端子の下方側に形成された裏面スタ
ッド装着孔に裏面スタッドを装着するとき、前記ベースに形成された貫通孔に挿着され前
記裏面スタッド装着孔を塞ぐ絶縁ブロックを取り外し、前記裏面スタッドを前記裏面スタ
ッド装着孔および前記貫通孔を挿通させて前記接続端子に端子ねじにより接続させるよう
にしたことを特徴とする回路遮断器の製造方法
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、カバーとともに筐体を構成するベースの裏面の接続端子の下方側に形成された裏
面スタッド装着孔に裏面側スタッドを装着するとき、前記ベースに形成された貫通孔に挿
着され前記裏面スタッド装着孔を塞ぐ絶縁ブロックを取り外し、前記裏面スタッドを前記
裏面スタッド装着孔および前記貫通孔を挿通させて前記接続端子に端子ねじにより接続さ
せるようにしたものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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